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第
１６
回
　
子
ど
も
　

　
　
島
口
伝
統
芸
能
大
会
　

　

11
月
13
日
（
土
）、
第
16
回
瀬

戸
内
町
子
ど
も
島
口
・
伝
統
芸
能

大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
開
催
当
初

は
出
場
校
も
多
く
項
目
も
多
種
で

あ
っ
た
が
、
年
々
廃
校
・
休
校
が

増
え
、
子
供
も
減
り
、
島
口
を
教

え
る
集
落
の
高
齢
者
も
減
っ
て
い

く
中
、
少
な
い
人
数
で
も
地
元
の

方
や
先
生
方
、
保
護
者
の
方
達
が

心
一
つ
に
一
つ
の
作
品
を
作
り
上

げ
、
発
表
す
る
大
会
は
貴
重
な
イ

ベ
ン
ト
で
あ
る
。

　

以
前
は
審
査
員
が
点
数
を
付
け
、

順
位
を
決
め
て
い
た
が
、
先
生
や

保
護
者
か
ら
、
ど
の
学
校
の
子
ど

も
達
も
こ
の
大
会
に
向
け
、
一
生

懸
命
練
習
し
て
い
る
の
に
順
位
を

付
け
る
の
は
お
か
し
い
と
の
意
見

が
あ
り
、
現
在
は
い
く
つ
か
の
賞

を
与
え
参
加
者
全
員
に
参
加
賞
を

あ
げ
て
い
る
。
結
果
ば
か
り
が
先

行
さ
れ
て
い
る
こ
の
世
の
中
、
そ

の
過
程
を
評
価
す
る
事
も
大
事
だ

と
思
う
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

第183号
令和３年
11月発行



定例会

せとうちちょう議会だより（2）

　第 3 回（9 月）定例会では，予算議案 10 件，条例議案 5 件，議員発議 1 件，その他 18 件

の計 34 件の議案を審議し，それぞれ可決しました。また、令和 2 年度各会計決算議案については、

決算審査特別委員会（委員長　元井直志、副委員長　柳谷昌臣）を設置して審査を行い、最終日

に委員長から審査報告がなされ、意見書を町当局へ提出しました。（各会計決算額については、

町広報紙に掲載されているため、割愛しました）主な議案の要旨は次のとおりです。

補
正
予
算

●
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

主
な
要
因
は
、
企
業
誘
致
・
雇
用
創

出
促
進
費
、
給
食
セ
ン
タ
ー
立
替
事
業

費
を
追
加
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

す
。

条
例
の
一
部
改
正
等

●
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す

る
条
例
等
の
一
部
改
正

　

本
条
例
は
、
不
妊
治
療
休
暇
新
設
に

伴
う
も
の
で
す
。

●
「
寄
り
合
い
処
せ
と
う
ち
設
置
及
び

管
理
条
例
」
の
廃
止

　

本
条
例
は
、
令
和
２
年
度
末
を
も
っ

て
当
施
設
の
運
用
終
了
に
伴
う
も
の
で

す
。

●
「
奄
美
・
沖
縄
世
界
自
然
遺
産
の
日
」
に

関
す
る
条
例
の
制
定

　

本
条
例
は
、
世
界
自
然
遺
産
に
登
録

さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
も
の
で
す
。

第3回定例会
9 月 1日～ 10日

こんなことを決めました！

発
議
2
号

●
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財
政
状
況

に
対
処
し
地
方
税
財
源
の
充
実
を
求
め

る
意
見
書

◎
提
出
議
員

〇　

元
井　

直
志
議
員

◎
賛
同
議
員

〇　

柳
谷　

昌
臣
議
員

◎
意
見
要
旨

1　

地
方
一
般
財
源
に
つ
い
て
は
、
他

の
地
方
歳
出
に
不
合
理
な
し
わ
寄
せ
が

な
さ
れ
な
い
よ
う
、
十
分
な
総
額
を
確

保
す
る
こ
と
。

2　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊

急
経
済
対
策
と
し
て
講
じ
ら
れ
た
固
定

資
産
税
等
に
係
る
特
例
措
置
は
、
今
回

限
り
の
措
置
と
し
て
、
期
限
の
到
来
を

も
っ
て
確
実
に
終
了
す
る
こ
と
。

3　

令
和
３
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
講

じ
ら
れ
た
土
地
に
係
る
固
定
資
産
税
の

課
税
標
準
額
を
令
和
２
年
度
と
同
額
と

す
る
負
担
調
整
措
置
に
つ
い
て
は
、
令
和

３
年
度
限
り
と
す
る
こ
と
。

4　

令
和
３
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
講
じ

ら
れ
た
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の
環
境

性
能
割
の
臨
時
的
軽
減
の
延
長
に
つ
い
て

更
な
る
延
長
は
断
じ
て
行
わ
な
い
こ
と
。

5　

炭
素
に
係
る
税
を
創
設
又
は
拡
充
す

る
場
合
に
は
、
そ
の
一
部
を
地
方
税
又
は

地
方
譲
与
税
と
し
て
地
方
に
税
源
配
分
す

る
こ
と
。

◎
審
査

　

議
場
に
お
い
て
採
択
さ
れ
、
意
見
書
を

送
付
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

◎　

意
見
書
送
付
先　
　
（
敬
称
略
）　

①　

内
閣
総
理
大
臣　

菅　

義
偉　

　
　

②
　
財
務
大
臣
　
　
　
麻
生
　
太
郎

③
　
総
務
大
臣
　
　
　
武
田
　
良
太

④
　
経
済
産
業
大
臣
　
梶
山
　
弘
志

⑤
　
内
閣
官
房
長
官
　
加
藤
　
勝
信

⑥
　
経
済
再
生
担
当
大
臣
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
村　

康
稔　
　

⑦　

衆
議
院
議
長　
　

大
島　

理
森

⑧　

参
議
院
議
長　
　

山
東　

昭
子



定例会

せとうちちょう議会だより（3）

議案番号 件                名　 議 決 結 果

５９ 令和２年度瀬戸内町一般会計決算の認定 認定

６０ 令和２年度瀬戸内町巡回診療施設特別会計決算の認定 認定

６１ 令和２年度瀬戸内町国民健康保険特別会計決算の認定 認定

６２ 令和２年度瀬戸内町介護保険特別会計決算の認定 認定

６３ 令和２年度瀬戸内町後期高齢者医療事業特別会計決算の認定 認定

６４ 令和２年度瀬戸内町屠畜場事業特別会計決算の認定 認定

６５ 令和２年度瀬戸内町船舶交通事業特別会計決算の認定 認定

６６ 令和２年度瀬戸内町古仁屋港上屋事業特別会計決算の認定 認定

６７ 令和２年度瀬戸内町農業集落排水事業特別会計決算の認定 認定

６８ 令和２年度瀬戸内町簡易水道事業特別会計決算の認定 認定

６９ 令和２年度瀬戸内町水道事業会計決算の認定 認定

７０ 令和３年度瀬戸内町一般会計補正予算（第３号） 原案可決

７１ 令和３年度瀬戸内町巡回診療施設特別会計補正予算（第２号） 原案可決

７２ 令和３年度瀬戸内町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 原案可決

７３ 令和３年度瀬戸内町介護保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決

７４ 令和３年度瀬戸内町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決

７５ 令和３年度瀬戸内町船舶交通事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決

７６ 令和３年度瀬戸内町農業集落排水事業特別会計補正予算（第 1 号） 原案可決

７７ 令和３年度瀬戸内町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決

７８ 令和３年度瀬戸内町水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決

８０ 職員の勤務時間，休暇等に関する条例等の一部改正 原案可決

８１ 寄り合い処せとうち設置及び管理に関する条例の廃止 原案可決

８２ 瀬戸内町過疎地域産業開発促進条例の一部改正 原案可決

８３ 瀬戸内町保育の必要性の認定に関する条例の一部改正 原案可決

８４ 瀬戸内町過疎地域持続的発展計画の策定 原案可決

８５ 瀬戸内町固定資産評価員の選任 同意

８６ 町道路線認定について（町道久慈大浜線） 可決
諮問１ 人権擁護委員の推薦につき意見を求めること（元井　直志氏） 適任
諮問２ 人権擁護委員の推薦につき意見を求めること（永井しずの氏） 適任

８７ 令和３年度瀬戸内町一般会計補正予算（第４号） 原案可決

８８
令和３年度鳥獣被害対策実践事業（うち整備事業）に係るイノシシ侵入防止柵資材物品
売買契約の締結

可決

８９ 奄美・沖縄世界自然遺産の日に関する条例の制定 原案可決

報告１ 放棄した債権の報告 承認

発議 2 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書（案） 原案可決

令和３年 第 3 回瀬戸内町議会定例会　( ９月１日～９月１０日）議案・議決結果



せとうちちょう議会だより（4）

決
算
審
査
特
別
委
員
会　

池
田　

コ
ロ
ナ
の
影
響
で

十
五
夜
や
敬
老
会
が
実
施
で

き
ず
、
集
落
の
財
源
が
減
少

し
、
維
持
費
等
に
支
障
が
あ

る
の
で
支
援
で
き
な
い
か
。

企
画
課
長　

集
落
の
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
に
つ
い
て
の
支

援
は
考
え
て
い
な
い
。
伐
採

等
の
集
落
整
備
に
関
し
て
は

地
域
提
案
型
事
業
を
活
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

泰
山　

ふ
る
さ
と
応
援
基
金

に
つ
い
て
、
令
和
元
年
度
に

比
べ
令
和
２
年
度
は
か
な
り

落
ち
込
ん
で
い
る
が
、
一
般

企
業
で
あ
れ
ば
業
績
が
落
ち

れ
ば
委
託
料
も
減
額
に
な
る

と
思
わ
れ
る
が
、
今
後
の
対

応
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

農
林
補
佐　

今
年
度
Ｊ
Ｔ
Ｂ

へ
の
業
務
委
託
を
行
い
、
８

月
よ
り
各
サ
イ
ト
が
順
次

オ
ー
プ
ン
し
て
い
る
。
業
務

委
託
内
容
が
減
少
す
れ
ば

見
直
し
が
必
要
だ
と
思

う
。
そ
れ
以
外
に
納
税
の

新
規
業
務
の
展
開
が
図
ら

れ
る
の
で
あ
れ
ば
精
査
の

上
、
相
応
の
設
定
が
図
ら

れ
る
も
の
だ
と
考
え
る
。

柳
谷　

妊
産
婦
の
助
成
金

や
子
育
て
に
関
す
る
情
報

発
信
に
つ
い
て
は
ど
の
よ

う
に
行
う
の
か
。

予
防
係
長　

現
在
、
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
る
が
、
今
後
は
広
報

紙
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
使
っ
て

発
信
し
て
い
き
た
い
。

福
田　

奄
美
せ
と
う
ち

観
光
協
会
の
運
営
費
が

３
８
0
万
円
あ
る
が
、
今

後
の
展
望
に
つ
い
て
お
聞

き
し
た
い
。

水
産
観
光
課
長　

現
在
職

員
が
3
～
4
名
で　

対
応

し
て
い
る
が
、
事
務
長
が

居
な
い
状
況
な
の
で
そ
の

職
員
を
配
置
し
た
い
。
そ

れ
以
外
に
、
委
託
事
業
を

何
件
か
行
っ
て
い
る
の
で
、

そ
こ
も
含
め
た
形
で
進
め
て

い
き
た
い
。

永
井　

住
宅
の
共
益
費
等
は

現
金
で
あ
る
た
め
、
今
後
納

付
書
等
へ
の
移
行
は
可
能

か
。

都
市
整
備
係
長　

す
べ
て
の

料
金
等
を
納
付
書
に
移
行
す

る
こ
と
は
難
し
い
が
、
管
理

人
の
方
で
通
帳
の
記
帳
に
基

づ
き
、
出
納
帳
を
作
成
し
把

握
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
年
1
回
の
収
支
報
告
を

行
い
、
使
い
込
み
等
が
無
い

事
は
確
認
し
て
い
る
。今
後
、

管
理
人
が
共
益
費
の
徴
収
す

る
に
至
っ
て
は
、
役
場
の
方

で
対
応
で
き
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
行
い
た
い
と
考
え
て

い
る
。

池
田　

海
の
駅
コ
イ
ン
パ
ー

キ
ン
グ
に
つ
い
て
、
リ
ー
ス

会
社
に
お
願
い
を
し
て
1
時

間
無
料
に
な
る
よ
う
な
形
に

は
で
き
な
い
か
。

商
工
交
通
課
長　

そ
の
よ
う

な
要
望
が
多
か
っ
た
た
め

に
、
チ
ェ
ツ
カ
ー
を
4
台
追

加
購
入
、
設
置
し
、
５
０
０

円
以
上
の
買
い
物
が
条
件
で

す
が
、
事
務
所
へ
来
た
方
等

は
チ
ェ
ツ
カ
ー
を
通
し
て
い

た
だ
き
1
時
間
無
料
と
な

る
。

泰
山　

農
業
集
落
排
水
不
能

欠
損
処
分
の
９
０
万
4
千
円

の
中
で
居
所
不
明
に
つ
い
て

町
外
に
転
出
さ
れ
た
住
所
先

は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
の

か
。

管
理
係
長　

年
2
回
、
催
告

状
を
出
し
て
い
る
が
、
居
所

不
明
で
返
信
さ
れ
て
お
り
、

転
出
先
も
確
認
さ
れ
て
い
な

い
。

泰
山　

マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
作

成
を
検
討
し
て
み
て
は
ど
う

か
。

管
理
係
長　

今
後
は
マ
ニ
ュ

ア
ル
作
成
に
つ
い
て
も
前
向

き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

意見の分かれた審議議案・議員の賛否 賛成　〇　反対　×　欠　欠席
議長は採決に加わりません　―

議員名

議案名

 

審
議
の
結
果

泰
山
　
祐
一
　
議
員

福
田
　
鶴
代
　
議
員

永
井
　
し
ず
の
　
議
員

柳
谷
　
昌
臣
　
議
員

元
井
　
直
志
　
議
員
　

池
田
　
啓
一
　
議
員

向
野
　
忍
　
議
員

中
村
　
義
隆
　
議
員

岡
田
　
弘
通
　
議
員

安
　
和
弘
　
議
員

議案第 67 号　令和 2 年度　農業集落
排水事業特別会計決算の認定
▶討論・・・「反対：　泰山祐一議員」
居所不明という理由で不能欠損されて
いるが、担当課より大義名分と感じら
れる理由が返ってこない事、収入未済
額の回収や債権放棄するまでの手順書
が無い事を踏まえ、町民に対する説明
責任を十分に果たす事が出来ないので
反対する

賛
成
多
数
で
原
案
可
決

× × 〇 欠 〇 〇 ー 〇 〇 ×



定例会

せとうちちょう議会だより（5）

令和２年度瀬戸内町各会計決算審査特別委員会審査意見

１. 自主財源の増額に向け、あらゆる対策を講じられたい。

２. 未収金の対策については、更なる努力を重ね、公正な負担に繋がるよう努力されたい。

３. 新たな企業誘致の実績を残せるよう創意工夫に務められたい。

４. 世界自然遺産登録を機に、町民からのアイデアや関係機関と連携し観光業の活性化に努め

　られたい。

５. ふるさと納税については、体制の見直しや公募等を含め、更なる寄附金の増を目指し、

　あらゆる方策を講じられたい。

６. 鳥獣（イノシシ）対策の一環として小型箱ワナを希望する集落に配布されたい。

７. 瀬戸内町が委託している小売事業や飲食事業に関して、委託先の経営改善に努められたい。

８. 迅速な救急対応が求められる心肺停止の救命を行うために、各地域へのＡＥＤ配備対策

　に努められたい。

９. 古仁屋高校活性化対策において、奄美大島他市町村から古仁屋高校への入学希望者が増え

　えるよう創意工夫に努められたい。

10. 各種事業の執行に関しては、適正かつ円滑な事業の執行を図るべく各関係者及び関係機関

　等と十分に協議されたい。

決算審査中の委員 当局へ質疑する委員
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一般
質問

私
は
こ
こ
が
聞
き
た
い
！

6人の議員が一般質問

定例会第 2 日目、3 日目に一般質問が行われ、

6 人の議員が町政について質問しました。

通告順（発言順）に掲載します。

7ｐ

柳谷　昌臣　議員

●台風時における定期船欠航時の輸送対策

●世界自然遺産

●教育行政

8ｐ

安　和弘　議員

●きゅら島交流館内のコーヒーショップ

●出産祝金

●地権者と当局間の境界線問題　他

9ｐ

永井　しずの　議員

●観光スポットなどのトイレ

●飲食店を応援するクーポン券

●せとうちラジオ放送　　　他

10ｐ

泰山　祐一　議員

●世界自然遺産を活かす取り組み

●移住・定住促進の対策

●防災対策

11ｐ

福田　鶴代　議員

●各施設の令和３年度の状況

●教育懇談会

●フェリーかけろま

12ｐ

元井　直志　議員

●町内居住地の格差

●町長の脱炭素宣言

●人口 1 万人復活

一
般
質
問
と
は

　

一
般
質
問
と
は
、
町
の

行
政
全
般
（
一
般
事
務
）

に
関
し
、
執
行
者
所
見
や

疑
義
に
つ
い
て
質
問
で
き

る
も
の
で
す
。

　

質
問
す
る
議
員
も
受
け

る
執
行
機
関
も
十
分
な
時

間
が
必
要
な
こ
と
か
ら
通

告
制
と
し
、
事
前
に
質
問

内
容
を
通
告
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
質
問
に
対
す
る

答
弁
書
が
作
成
さ
れ
、
一

般
質
問
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ

の
議
員
へ
配
布
さ
れ
ま
す
。

　

質
問
時
間
は
、
1
人
に

つ
き
質
問
答
弁
を
含
め
60

分
以
内
で
完
了
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

再
質
問
か
ら
は
、
一
問

一
答
方
式
が
採
用
さ
れ
て

お
り
、
時
間
内
で
あ
れ
ば

何
度
で
も
再
質
問
が
で
き

ま
す
。

　

た
だ
し
、
一
般
質
問
に

対
す
る
関
連
質
問
は
、
許

可
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う
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柳谷　昌臣　議員

柳
谷　

台
風
時
に
お
け
る

定
期
船
（
鹿
児
島
航
路
）

欠
航
の
際
の
、
農
林
水
産

物
の
輸
送
対
策
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

町
長　

離
島
地
域
に
お
け

る
農
林
水
産
物
の
島
外
出

荷
に
つ
い
て
は
、
定
期
船

に
よ
る
海
上
輸
送
が
主
で

あ
り
、
台
風
接
近
時
の
欠

航
や
抜
港
が
長
期
化
す
れ

ば
農
林
水
産
業
に
従
事
す

る
生
産
者
を
は
じ
め
、
流

通
業
者
や
小
売
店
事
業
者

等
へ
の
影
響
は
極
め
て
大

き
い
も
の
と
考
え
て
い

る
。
先
般
、
台
風
６
号
の

接
近
に
よ
り
、
鹿
児
島
航

路
の
定
期
船
が
８
日
間
欠

航
し
、
生
鮮
食
料
品
の
不

足
や
農
産
物
の
出
荷
が
滞

る
な
ど
住
民
生
活
に
支
障

を
き
た
し
て
い
た
。
特
に

農
産
物
に
お
い
て
は
、
出

荷
最
盛
期
で
あ
る
マ
ン

ゴ
ー
出
荷
が
停
滞
し
た
こ

と
で
、
価
格
の
暴
落
や
廃

棄
等
の
影
響
が
発
生
し

た
。
更
に
、
加
計
呂
麻
島

に
お
い
て
は
、
鹿
児
島
航

路
の
欠
航
に
加
え
町
営
船

の
欠
航
も
重
な
っ
た
こ
と

で
、
販
路
が
絶
た
れ
る
な

ど
大
変
厳
し
い
状
況
と

な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状

況
を
踏
ま
え
、
今
後
の
対

策
と
し
て
，
自
然
災
害
等

に
よ
り
農
産
物
の
売
り
上

げ
が
減
少
し
た
場
合
に
そ

の
減
少
分
の
一
部
を
補
償

す
る
「
収
入
保
険
制
度
」

の
加
入
促
進
を
強
化
す
る

と
と
も
に
，
緊
急
時
に
農

産
物
の
冷
蔵
貯
蔵
が
可
能

な
施
設
整
備
を
検
討
中
で

あ
る
。

世
界
自
然
遺
産

柳
谷　

観
光
客
、
交
流
人

口
増
が
期
待
さ
れ
る
が
、

受
け
入
れ
体
制
の
強
化
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

町
長　

世
界
自
然
遺
産

登
録
に
よ
り
、
観
光
客

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る

中
、
ハ
ー
ド
面
で
は
、
令

和
2
年
度
に
芝
ゆ
る
っ
と

ハ
ウ
ス
（
ト
イ
レ
・
シ
ャ

ワ
ー
）
の
整
備
，
令
和

3
年
度
に
清
水
ト
イ
レ
・

シ
ャ
ワ
ー
施
設
の
整
備
，

令
和
4
年
度
以
降
に
つ
い

て
は
、
高
知
山
ト
イ
レ
、

ス
リ
浜
，
嘉
徳
，
白
浜
等

の
ト
イ
レ
・
シ
ャ
ワ
ー
施

設
を
年
次
的
に
整
備
す
る

計
画
で
あ
る
。
ソ
フ
ト
面

で
は
、
奄
美
せ
と
う
ち
観

光
協
会
、
瀬
戸
内
町
商
工

会
、
あ
ま
み
大
島
観
光
物

産
連
盟
，
県
観
光
連
盟
等

の
関
係
機
関
団
体
及
び
国

や
県
、
関
係
市
町
村
と
連

学
制
度
を
推
進
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、
住
居
の
確
保

が
重
要
で
あ
り
、
定
住
促

進
や
空
き
家
対
策
と
の
連

携
が
大
切
で
あ
る
こ
と
や

通
学
路
の
安
全
確
保
、
子

ど
も
教
室
や
学
童
保
育
の

拡
充
、
教
職
員
の
確
保
や

校
区
内
居
住
を
求
め
る
意

見
や
要
望
等
が
あ
っ
た
。

教
育
委
員
会
と
し
て
も
、

加
計
呂
麻
留
学
制
度
の
推

進
に
お
い
て
住
居
の
確
保

は
最
大
の
課
題
で
あ
る
と

認
識
し
、
町
当
局
に
要
望

書
を
提
出
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
今
後
も
、
加
計
呂

麻
留
学
制
度
の
推
進
に
つ

い
て
は
、
住
宅
政
策
や
定

住
促
進
・
空
き
家
対
策
担

当
部
局
と
も
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
住
ま
い
の
確
保

に
努
め
る
と
と
も
に
、
そ

の
他
の
課
題
解
決
に
向
け

て
も
、
子
育
て
支
援
担
当

課
や
県
教
育
委
員
会
等
、

関
係
機
関
と
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
教
育
行
政
の
諸

施
策
推
進
に
努
め
て
い
き

た
い
。

車
両
の
駐
車
、ス
ピ
ー
ド
、

治
安
問
題
な
ど
観
光
客
等

向
け
の
マ
ナ
ー
・
ル
ー
ル

の
周
知
啓
発
対
策
、
観
光

受
け
入
れ
に
伴
う
宿
泊
施

設
、
ガ
イ
ド
等
の
研
修
会

の
実
施
、
瀬
戸
内
町
島
案

内
人
協
議
会
の
育
成
・
助

長
な
ど
関
係
機
関
団
体
と

連
携
・
協
力
し
受
け
入
れ

体
制
の
強
化
に
努
め
て
参

り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

教
育
行
政

柳
谷　

先
日
、
町
内
１１
カ

所
で
行
わ
れ
た
教
育
懇
談

会
に
お
い
て
ど
の
様
な
意

見
が
あ
り
、
そ
れ
に
対
し

て
ど
の
様
に
取
り
組
む
の

か
伺
い
た
い
。

教
育
長　

去
る
６
月
か
ら

７
月
に
か
け
て
、
町
内
１１

校
区
に
お
い
て
教
育
懇
談

会
を
実
施
し
、
児
童
・
生

徒
の
保
護
者
や
集
落
住
民

と
本
町
に
お
け
る
教
育
行

政
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
っ
た
。
そ
の
中
で
、
に

ほ
ん
の
里
・
加
計
呂
麻
留

携
協
力
し
、
多
言
語
に
よ

る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
整

備
、
外
国
人
観
光
客
タ
ー

ゲ
ッ
ト
情
報
発
信
事
業
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
Ｓ
Ｎ

Ｓ
、
外
国
人
受
け
入
れ
体

制
推
進
講
習
会
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ー
ト
の

配
布
、
奄
美
群
島
エ
コ
ツ

ア
ー
ガ
イ
ド
の
養
成
、
奄

美
ト
レ
イ
ル
の
整
備
、「
奄

美
大
島
魅
力
発
信
業
務
」

に
よ
る
国
立
公
園
利
用

ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
、
野
生

動
植
物
保
護
に
関
す
る
お

願
い
、ホ
エ
ー
ル
ス
イ
ム
、

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
マ
ナ
ー
，

野
生
生
物
観
察
ナ
イ
ト
ツ

ア
ー
マ
ナ
ー
な
ど
英
語
、

中
国
語
、
韓
国
語
に
よ
る

解
説
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作
成
し
マ

ナ
ー
啓
発
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
世
界
自
然
遺

産
せ
と
う
ち
町
対
策
委
員

会
で
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

に
よ
る
ゴ
ミ
問
題
，
定
期

船
せ
と
な
み
、
フ
ェ
リ
ー

か
け
ろ
ま
、
加
計
呂
麻
バ

ス
等
の
交
通
対
策
，
観
光

地
や
関
連
集
落
に
お
け
る

輸
送
対
策

柳谷議員 ー 台風時における定期船欠航の際の輸送対策は？

町長 ー 収入保険制度の加入促進と冷蔵貯蔵の施設を検討中



一般質問

せとうちちょう議会だより（8）

安　

政
治
の
原
点
と

は
・
・
・
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。
我
が
町
の
政
治
の

原
点
と
は
、
申
す
ま
で
も

な
く
「
瀬
戸
内
町
民
は
、

ど
の
よ
う
な
立
場
に
あ
ろ

う
と
も
、
政
治
の
光
は
平

等
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
言
う
事
で
あ
る
。

〇
忖
度

他
人
の
心
を
推
し
量
る
こ

と
で
決
し
て
悪
い
こ
と
で

は
な
い
が
、
例
の
森
友
、

加
計
学
園
問
題
で
、
い
つ

の
間
に
か
、
そ
の
イ
メ
ー

ジ
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。

〇
臭
い
も
の
に
は
、
フ
タ

醜
い
こ
と
、
イ
ヤ
な
事
が

外
に
も
れ
な
い
よ
う
に
、

一
時
し
の
ぎ
の
方
法
で
隠

す
。

〇
長
い
も
の
に
は
巻
か
れ

ろ
。

権
力
、
勢
力
の
あ
る
も
の

に
は
、
反
抗
す
る
よ
り
、

言
う
な
り
に
な
っ
て
服
従

う
す
る
方
が
良
い
。「
こ

う
は
、
あ
り
た
く
な
い
」

と
思
う
の
が
、
こ
の
三
点

の
言
葉
で
あ
る
。
質
問
に

移
る
。「
き
ゅ
ら
島
交
流

館
内
の
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ

プ
に
つ
い
て
」「
何
も
コ
ー

ヒ
ー
の
販
売
ま
で
し
な
く

て
も
・
・
・
」
と
い
う
声

が
街
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
聞

こ
え
て
く
る
。
ど
う
い
う

い
き
さ
つ
で
販
売
す
る
に

至
っ
た
の
か
、
又
、
古
仁

屋
の
市
街
地
（
阿
木
名
・

清
水
・
手
安
含
む
）の
コ
ー

ヒ
ー
販
売
店
舗
は
何
軒
か

伺
い
た
い
。

町
長　
「
き
ゅ
ら
島
交
流

館
」
の
一
部
管
理
業
務
の

委
託
契
約
を
平
成
30
年
6

月
に
瀬
戸
内
町
地
域
女
性

団
体
（
地
女
連
）
と
締
結

し
た
。
管
理
委
託
だ
け
で

は
な
く
、「
女
性
活
躍
社

会
の
実
現
」
に
向
け
て
の

活
動
拠
点
の
意
義
も
あ

り
、「
き
ゅ
ら
島
カ
フ
ェ
」

を
オ
ー
プ
ン
し
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
又
、
古
仁

屋
市
街
地
の
コ
ー
ヒ
ー
店

に
つ
い
て
は
、
市
街
地
8

件
、
阿
木
名
1
件
、
清
水
、

手
安
に
は
な
い
も
の
と
承

知
し
て
い
る
。

〇
注

　

清
水
に
は
、
喫
茶
店　

「
こ
ん
ぶ
ち
」
が
あ
る
。

出
産
祝
金
の
現
状

安　

出
産
祝
金
の
現
状
を

伺
い
た
い
。

町
長　

瀬
戸
内
町
地
域
活

性
化
促
進
条
例
に
基
づ

き
、
活
性
化
と
福
祉
の
向

上
に
資
す
る
た
め
、
出
産

さ
れ
た
お
子
さ
ん
に
一
人

あ
た
り
5
万
円
を
、
商
工

会
の
商
品
券
で
支
給
し
て

い
る
。

〇
注

商
品
券
で
の
支
給
。
有
効

期
限
6
か
月
と
い
う
の
は

い
か
が
な
も
の
か
。
ち
な

み
に
大
和
村
で
は
、
第
1

子
20
万
、
第
2
子
30
万
、

第
3
子
以
降
は
、
50
万
。　
　
　

喜
界
町
で
は
、
第
1
子

10
万
、
第
2
子
20
万
、
第

3
子
以
降
50
万
。
現
金
支

給境
界
線
の
問
題

安　

地
権
者
と
当
局
の
間

で
、
境
界
線
の
問
題
で
た

ま
に
、
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
る

が
、
こ
う
い
う
問
題
は
い

た
ず
ら
に
長
引
か
せ
ず
、

双
方
で
解
決
に
向
け
取
り

組
ん
で
も
ら
い
た
い
も

の
。
お
ぐ
ら
の
瀬
戸
内
鉄

工
所
裏
の
こ
の
問
題
が
数

十
年
経
っ
た
現
在
も
、
ま

だ
く
す
ぶ
っ
て
い
る
と
聞

く
。
経
緯
を
伺
い
た
い
。

町
長　

平
成
6
～
7
年
度

に
町
が
施
工
し
た
コ
ン
ク

リ
ー
ト
壁
が
、
車
両
の
通

行
に
支
障
を
き
た
し
て
い

る
の
で
、
撤
去
で
き
な
い

か
…
と
の
問
い
合
わ
せ
が

地
権
者
か
ら
あ
っ
た
。
当

時
の
工
事
台
帳
の
調
査
、

建
設
課
の
職
員
、
周
辺
住

民
や
墓
地
所
有
者
へ
の
聞

き
取
り
な
ど
の
結
果
、
町

で
発
注
し
た
工
事
と
は
断

定
で
き
ず
、
町
で
撤
去
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
と
地

権
者
に
は
報
告
し
て
い

る
。

〇
注

年
月
が
経
て
ば
経
つ
程
、

記
憶
は
薄
ら
ぐ
も
の
。
何

ら
か
の
解
決
策
を
。

ク
ル
ー
ズ
船
誘
致
問
題

安　

西
古
見
へ
の
ク
ル
ー

ズ
船
誘
致
問
題
で
は
、
町

民
の
心
が
真
二
ツ
に
引
き

裂
か
れ
た
。
そ
の
頃
巷
で

は
、
こ
の
誘
致
の
件
で
町

が
「
あ
る
忖
度
を
し
た
の

で
は
・
・
・
」
と
囁
か
れ

た
。
町
と
し
て
の
認
識
は

い
か
が
な
も
の
か
。

町
長　

国
交
省
が
公
表
し

た
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
寄
港

地
候
補
と
し
て
篠
川
湾
、

瀬
戸
崎
、
西
古
見
、
池
堂

地
区
が
あ
っ
た
が
、
資
料

を
分
析
し
た
結
果
、
池
堂

地
区
が
最
良
で
あ
る
と
判

断
し
た
。「
忖
度
」
に
つ

い
て
、
巷
で
囁
か
れ
た
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、

承
知
し
て
い
な
い
。

〇
注

収
束
す
る
ま
で
の
時
間
、

費
用
の
無
駄
、
そ
し
て
何

よ
り
こ
の
問
題
で
、
漁

協
、
商
工
会
、
観
光
協
会

の
会
員
同
士
の
関
係
が
ギ

ク
シ
ャ
ク
し
た
こ
と
。
自

然
を
守
る
会
、
カ
ケ
ロ
マ

区
長
会
の
署
名
活
動
の
御

苦
労
な
ど
思
う
時
、
町
と

し
て
反
省
す
べ
き
事
が
あ

る
の
で
は
・
・
・
。

安　和弘　議員

町
民
の
声

安議員 ー 政策について

町長 ー 女性活躍社会の実現に向けての活動拠点
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が
無
い
集
落
に
は
、
ど
の

よ
う
な
利
用
方
法
を
と
っ

た
か
を
伺
い
た
い
。

町
長　

ク
ー
ポ
ン
券
の
利

用
率
は
、
加
計
呂
麻
で

1.3
％
、請
与
路
島
で
0
％
、

本
島
側
で
98
・
７
％
使

用
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の

ク
ー
ポ
ン
事
業
に
つ
い
て

は
、
外
出
自
粛
の
影
響
を

強
く
受
け
て
い
る
飲
食
店

支
援
の
為
の
事
業
だ
っ
た

の
で
理
解
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

せ
と
う
ち
ラ
ジ
オ
放
送

永
井　

3
月
か
ら
、
途
絶

え
て
い
る
ラ
ジ
オ
放
送
が

い
つ
か
ら
、
再
開
可
能
か

伺
い
た
い
。

町
長　

放
送
開
始
時
期
に

つ
い
て
は
、
9
月
上
旬
中

に
試
験
放
送
が
開
始
さ
れ

る
予
定
で
あ
る
。

永
井　

こ
の
ラ
ジ
オ
放
送

は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
で

あ
り
、
行
政
情
報
や
行
事

の
お
知
ら
せ
、
災
害
時
の

情
報
提
供
な
ど
、
町
民
に

と
っ
て
は
貴
重
な
情
報
源

で
あ
る
。
民
間
経
営
だ
か

ら
と
い
っ
て
町
当
局
は
丸

投
げ
す
る
の
で
は
無
く
連

携
を
保
ち
、
し
っ
か
り
と

フ
ォ
ロ
ー
す
る
べ
き
で
は

な
い
か
と
思
う
が
ど
う

か
。

企
画
課
長　

勿
論
こ
れ
ま

で
通
り
連
携
は
し
て
い
く

が
、
運
営
す
る
方
も
サ

ポ
ー
タ
ー
を
募
っ
た
り
企

業
努
力
を
し
自
立
し
た
運

営
を
し
て
い
た
だ
き
た

方
法
な
ど
伺
い
た
い
。

教
育
長　

こ
の
制
度
は
児

童
生
徒
が
本
町
の
小
・
中

学
校
に
留
学
し
自
然
豊
か

な
南
国
の
島
で
、
地
域
の

人
々
と
の
触
れ
合
い
を
通

し
て
、
子
ど
も
達
の
豊
か

な
人
間
性
を
育
成
し
学
校

及
び
地
域
の
活
性
化
を
図

る
本
町
独
自
の
制
度
で
あ

る
。
本
制
度
の
趣
旨
に
賛

同
し
た
上
で
申
請
し
て
い

た
だ
き
、
留
学
前
に
体
験

留
学
を
行
っ
て
い
た
だ
き

学
校
の
教
育
方
針
を
理
解

し
地
域
と
協
調
し
て
生
活

を
し
て
い
け
る
か
な
ど
を

事
前
に
確
認
し
て
も
ら
う

よ
う
に
し
て
い
る
。
選
考

に
あ
た
っ
て
は
、
受
け
入

れ
先
の
学
校
長
や
区
長
、

教
育
委
員
会
を
交
え
て
申

請
者
と
面
談
し
、
留
学
希

望
の
理
由
等
の
確
認
や
本

制
度
の
趣
旨
説
明
を
行
い

協
議
の
上
留
学
の
可
否
を

決
定
す
る
。

し
て
い
る
。
更
に
育
児
に

困
難
を
感
じ
る
保
護
者
の

方
や
発
達
に
お
い
て
気
が

か
り
な
お
子
さ
ん
の
育
児

支
援
の
為
の
親
子
教
室
を

月
1
回
実
施
し
て
い
る
。

そ
の
他
お
子
さ
ん
の
全
身

を
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
な
が
ら

親
子
で
体
の
ふ
れ
あ
い
を

行
う
「
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー

ジ
」 

や
全
て
の
赤
ち
ゃ
ん

と
お
母
さ
ん
を
対
象
に
助

産
師
と
保
健
師
に
よ
る
新

生
児
・
産
婦
訪
問
を
行
う

産
後
ケ
ア
事
業
を
実
施
し

て
い
る
。

永
井　

数
々
の
事
業
を

行
っ
て
い
た
だ
き
有
難
い

と
思
う
が
、
妊
婦
さ
ん
や

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
た

ち
に
必
要
な
情
報
を
開
示

し
た
「
子
育
て
マ
ッ
プ
」

を
作
成
す
る
事
を
提
案
し

た
い
。

に
ほ
ん
の
里
加
計
呂

麻
留
学
制
度

永
井　

瀬
戸
内
町
で
は
こ

の
制
度
に
応
募
し
て
き
た

方
達
の
選
考
方
法
や
面
接

い
。妊

婦
や
乳
幼
児
の
い

る
お
母
さ
ん
達
が
集

う
サ
ロ
ン

永
井　

3
月
の
議
会
で
も

少
し
触
れ
た
と
思
う
が
、

不
安
を
抱
え
る
妊
婦
さ
ん

や
乳
幼
児
が
居
て
近
く
に

身
内
も
居
ず
、
少
し
の
間

子
守
り
を
し
て
く
れ
る
場

所
が
欲
し
い
お
母
さ
ん
達

が
気
軽
に
集
ま
れ
る
場
所

は
な
い
の
か
伺
い
た
い
。

町
長　

町
と
し
て
は
、
子

育
て
支
援
事
業
と
し
て
、

妊
婦
さ
ん
と
先
輩
マ
マ
と

の
交
流
会
で
あ
る
「
マ
マ

の
ほ
っ
と
サ
ロ
ン
」
を
月

1
回
開
催
し
、
妊
婦
さ
ん

同
士
の
情
報
交
換
や
先
輩

マ
マ
か
ら
の
助
言
を
も

ら
う
場
を
提
供
し
て
い

る
。
ま
た
、
乳
幼
児
と
マ

マ
達
の
交
流
の
場
で
あ
る

「
ぽ
っ
か
ぽ
か
く
ら
ぶ
」

で
は
、
保
育
士
に
よ
る
遊

び
の
紹
介
や
健
康
相
談
、

体
重
測
定
を
週
3
回
実
施

永
井　

世
界
自
然
遺
産
登

録
が
決
定
し
、
益
々
観
光

客
が
訪
れ
る
事
は
確
実
だ

と
思
う
が
、
住
用
を
過
ぎ

る
と
古
仁
屋
ま
で
ト
イ
レ

が
無
い
の
で
、
観
光
ス

ポ
ッ
ト
は
も
ち
ろ
ん
他
に

ト
イ
レ
を
増
や
す
計
画
は

な
い
か
伺
い
た
い
。

町
長　

住
用
か
ら
古
仁
屋

間
の
ト
イ
レ
施
設
の
整
備

に
つ
い
て
は
国
道
58
号
沿

線
で
あ
り
、
県
及
び
関
係

機
関
と
協
議
を
行
い
検
討

し
て
い
く
。

　

令
和
2
年
度
に
芝
の
ト

イ
レ
・
シ
ャ
ワ
ー
を
整
備

し
、
令
和
3
年
度
に
は
清

水
ト
イ
レ
・
シ
ャ
ワ
ー
を

整
備
、
令
和
4
年
度
以
降

に
、
ス
リ
浜
、
嘉
徳
・
白

浜
な
ど
整
備
予
定
。

飲
食
店
を
応
援
す
る

ク
ー
ポ
ン
券

永
井　

今
年
度
配
布
さ
れ

た
「
ク
ー
ポ
ン
券
」
で
助

か
っ
た
飲
食
店
も
多
く

あ
っ
た
と
思
う
が
、
加
計

呂
麻
・
請
・
与
路
又
は
店

永井　しずの　議員

施
設
整
備

永井議員 ー 観光スポットなどのトイレは？

町長 ー 県及び関係機関と協議し検討する
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泰
山　

富
裕
層
等
を
受
入

れ
る
た
め
の
施
策
と
し

て
、
大
島
海
峡
な
ど
の
強

み
を
活
か
し
、
瀬
戸
内
町

内
に
来
島
用
の
ヨ
ッ
ト

ハ
ー
バ
ー
を
新
設
す
る
意

向
が
あ
る
か
を
伺
い
た

い
。

町
長　

ヨ
ッ
ト
を
軸
と
し

た
地
域
振
興
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
は
、
世
界
自
然

遺
産
登
録
を
契
機
に
本
町

へ
の
来
島
受
入
れ
に
有
効

で
あ
り
、
合
わ
せ
て
観
光

産
業
や
地
域
経
済
等
へ
の

波
及
効
果
が
高
く
、
地
域

の
活
性
化
に
繋
が
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
こ
と
を
踏
ま
え
、

ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
新
設
の

必
要
性
は
高
い
も
の
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
に

関
す
る
情
報
収
集
に
努

め
、関
係
機
関
と
連
携
し
、

施
設
計
画
の
調
査
研
究
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

泰
山　

決
し
て
誤
解
し
て

欲
し
く
な
い
の
は
、
大
き

な
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
を

作
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
よ

う
な
お
話
を
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
世
界
自
然

遺
産
に
合
わ
せ
た
、
環
境

に
配
慮
し
た
新
設
が
で
き

な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

例
え
ば
、
屋
久
島
、
奄
美

大
島
、
徳
之
島
、
沖
縄
の

4
か
所
で
ヨ
ッ
ト
を
横
断

で
き
る
航
路
が
で
き
る

と
、
町
だ
け
で
は
な
く
、

県
・
国
の
事
業
に
も
繋
げ

ら
れ
る
と
思
う
が
、
前
向

き
に
ご
検
討
い
た
だ
け
な

い
か
。

町
長　

柳
谷
議
員
を
通
じ

て
、
沖
縄
で
ヨ
ッ
ト
ハ
ー

バ
ー
の
管
理
運
営
を
し
て

い
る
本
町
出
身
の
方
が
い

ま
し
て
、
既
に
意
見
交
換

を
し
て
い
る
。
こ
の
瀬
戸

内
町
は
、
大
島
海
峡
を
含

め
自
然
景
観
に
恵
ま
れ
て

お
り
、
静
穏
な
水
域
で
安

全
快
適
に
停
泊
で
き
る
と

い
う
条
件
が
整
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
、
沖
縄
に

来
て
い
る
ヨ
ッ
ト
乗
り
の

人
た
ち
も
沖
縄
か
ら
次
に

奄
美
に
行
き
た
い
と
い
う

意
見
交
換
な
ど
を
行
っ

た
。
更
に
は
、
鹿
児
島
県

議
会
議
員
と
も
意
見
交
換

も
し
て
、
大
島
海
峡
を
活

か
し
た
受
け
入
れ
態
勢
が

で
き
な
い
か
既
に
意
見
交

換
を
し
て
い
る
。

移
住
・
定
住
促
進
の

対
策

泰
山　

ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
で
掲

げ
て
い
る
人
口
目
標
に

対
し
て
、
既
に
今
年
度

１
０
0
～
２
０
0
名
程
少

な
く
な
っ
て
い
る
。
民
間

業
で
あ
れ
ば
、
こ
の
目
標

に
対
し
て
未
達
の
部
分
を

ど
う
や
っ
て
取
り
返
す
か

必
死
に
な
る
と
思
う
。
役

場
一
丸
と
し
て
、
ぜ
ひ
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
。
ま
た
、
3
月
議
会
で

鎌
田
町
長
が
平
成
27
年
の

選
挙
の
演
説
で
「
人
口
目

標
1
万
人
」
を
掲
げ
て
い

た
と
い
う
お
話
を
さ
せ
て

頂
い
た
。
こ
の
統
計
の
部

分
で
書
け
な
く
て
も
、
ぜ

ひ
、
全
職
員
の
胸
の
中
に

刻
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と

思
う
が
ご
意
向
を
お
伺
い

し
た
い
。

町
長　

1
万
人
復
活
の
た

め
に
、
必
要
な
計
画
・
予

算
と
い
う
の
は
毎
年
度
策

定
す
る
施
政
方
針
、
予
算

等
に
確
実
に
1
万
人
復
活

の
計
画
・
予
算
等
は
配
慮

さ
れ
て
い
る
の
で
、
決
し

て
私
の
胸
の
中
だ
け
に
納

め
て
い
る
こ
と
で
は
な

い
。

　

そ
の
こ
と
を
全
職
員
と

共
有
し
な
が
ら
、
人
口
増

の
問
題
、
地
域
の
活
性
化

の
問
題
、
様
々
な
こ
と
を

施
政
方
針
、
予
算
等
に
反

映
さ
せ
て
い
る
。
決
し
て

選
挙
の
た
め
の
フ
レ
ー
ズ

と
し
て
嘘
を
つ
い
て
計
画

性
が
な
い
と
い
う
訳
で
は

な
い
。

泰
山　

非
常
に
前
向
き
な

お
話
を
聞
か
せ
て
頂
い

た
。
私
自
身
も
こ
の
1
万

人
目
標
を
達
成
す
る
べ

く
、
色
々
な
提
案
を
こ
れ

か
ら
も
さ
せ
て
頂
き
た

い
。防

災
対
策

泰
山　

雨
戸
が
な
い
避
難

所
が
3
分
の
2
も
し
く
は

4
分
の
3
程
度
あ
る
。
ま

た
、
き
ゅ
ら
島
交
流
館
や

請
阿
室
、
池
地
、
与
路
の

4
か
所
に
は
食
料
品
等
の

備
蓄
は
あ
る
が
、
防
災
対

策
へ
の
地
域
格
差
を
感
じ

る
。
格
差
の
是
正
に
つ
い

て
検
討
頂
け
な
い
か
。

総
務
課
長　

避
難
所
の
格

差
を
私
は
感
じ
て
い
な
い

が
、
雨
戸
に
関
し
て
は
、

集
落
施
設
の
建
設
時
当
初

か
ら
台
風
等
の
強
風
に
耐

え
ら
れ
る
強
化
ガ
ラ
ス
を

全
集
会
施
設
に
設
置
し
て

る
。
集
会
所
の
場
所
に

よ
っ
て
は
、
雨
戸
が
な
い

こ
と
で
ガ
ラ
ス
越
し
に
風

が
見
え
る
と
い
う
こ
と
で

怖
い
と
不
安
を
感
じ
て
い

る
人
が
い
る
の
で
、
各
避

難
所
に
置
い
て
設
置
し
て

い
た
だ
き
た
い
地
域
か
ら

3
～
４
か
所
要
望
が
来
て

い
る
。

金
具
と
木
材
で
止
め
る
簡

易
型
の
サ
ッ
シ
が
あ
り
、

実
際
に
集
落
に
よ
っ
て
は

集
落
自
体
で
既
に
設
置
し

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　

補
正
予
算
を
組
ん
で
要

望
箇
所
へ
の
対
応
を
し
て

い
る
。
ま
た
要
望
が
あ
れ

ば
、
そ
の
都
度
対
応
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

泰山　祐一　議員

富
裕
層
受
入

泰山議員 ー 世界自然遺産を活かす取り組みは？

町長 ー ヨットハーバー新設へ向け関係機関と連携し調査研究
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福
田　

附
属
幼
稚
園
の
各

ク
ラ
ス
の
教
員
支
援
員
は

足
り
て
い
る
か

教
育
長　

附
属
幼
稚
園

は
、
年
少
、
年
中
、
年
長

の
３
ク
ラ
ス
編
成
と
な
っ

て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ク

ラ
ス
に
教
育
支
援
員
を
１

名
配
置
し
て
い
る
。

福
田　

高
丘
保
育
所
の
保

育
士
や
パ
ー
ト
さ
ん
は
足

り
て
い
る
か

町
長　

高
丘
保
育
所
で

は
、
現
在
の
各
年
齢
の
利

用
児
童
数
に
対
し
、
基
準

を
満
た
し
た
常
勤
保
育
士

の
配
置
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
常
勤
保
育
士
が
公

休
や
年
休
で
休
む
場
合
に

は
、
パ
ー
ト
の
保
育
士
を

配
置
し
、
不
足
の
な
い
体

制
で
保
育
補
助
を
行
っ
て

い
る
。

福
田　

保
育
所
で
は
、
１

歳
～
６
歳
ま
で
の
お
子
様

を
預
か
っ
て
い
る
。
一
番

手
が
必
要
な
時
期
で
あ

る
。
保
育
所
・
幼
稚
園
で

は
、
こ
の
時
期
の
発
達
の

特
徴
を
踏
ま
え
て
温
か
く

見
守
る
と
と
も
に
愛
情
豊

か
に
応
答
的
に
関
わ
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
人
が

育
っ
て
い
く
大
事
な
時
期

を
預
か
っ
て
い
る
。
で
す

の
で
、
資
格
が
必
要
で
あ

る
。
資
格
を
持
っ
て
い
て

も
一
人
で
は
で
き
な
い
。

資
格
を
活
か
せ
る
よ
う
話

し
合
い
研
修
す
る
時
間
が

必
要
で
あ
る
。
先
生
方
は

子
供
達
と
毎
日
向
き
合
い

一
日
を
無
事
終
え
る
事
に

必
死
で
あ
る
。
先
生
方
に

も
ゆ
と
り
あ
る
環
境
を
与

え
て
欲
し
い
。

福
田　

へ
き
地
診
療
所
の

看
護
師
募
集
は
、
常
に

行
っ
て
い
る
か
。

町
長　

現
在
の
診
療
体
制

で
の
看
護
師
は
不
足
し
て

い
な
い
の
で
、
募
集
は

行
っ
て
い
な
い
が
、
医
師

の
確
保
に
は
努
め
て
い

る
。教

育
懇
談
会

福
田　

小
規
模
校
は
、
に

ほ
ん
の
里
・
加
計
呂
麻
留

学
制
度
で
成
り
立
っ
て
い

る
。
令
和
３
年
度
の
児
童

生
徒
数
を
聞
か
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。

教
育
長　

令
和
３
年
度
６

月
現
在
の
児
童
・
生
徒
数

で
す
が
、
町
内
全
体
で
児

童
数
が
4
２
4
人
、
生
徒

数
が
2
０
1
人
で
合
計

6
２
5
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。
内
訳
は
、
古
仁
屋
小

2
９
8
人
、
古
仁
屋
中

1
５
1
人
、
阿
木
名
小
中

80
人
、
嘉
鉄
小
11
人
、
篠

川
小
中
13
人
、
油
井
小
中

7
人
、伊
子
茂
小
中
23
人
、

諸
鈍
小
中
18
人
、
薩
川
小

５
人
、
西
阿
室
小
6
人
、

池
地
小
中
4
人
、
与
路
小

中
９
人
と
な
っ
て
い
る
。

福
田　

に
ほ
ん
の
里
・
加

計
呂
麻
留
学
制
度
が
浸
透

し
応
募
数
も
何
件
か
来
て

い
る
が
、
住
宅
が
無
い
。

体
育
館
な
ど
の
避
難
場
所

に
な
っ
て
い
る
が
、
雨
漏

り
が
す
る
。
通
学
路
に
危

険
個
所
が
あ
る
な
ど
各
校

区
よ
り
意
見
要
望
が
あ
っ

た
。
教
育
委
員
会
は
町
と

検
討
し
各
校
区
区
長
へ
返

事
す
る
と
の
事

フ
ェ
リ
ー
か
け
ろ
ま

福
田　

車
両
割
引
の
制
度

を
精
査
し
て
い
く
と
お
答

え
い
た
だ
い
た
が
、
そ
の

後
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
お
尋
ね
し
た
い
。

町
長　

フ
ェ
ー
リ
ー
か
け

ろ
ま
の
車
両
離
島
割
引
に

つ
い
て
は
，
県
庁
交
通
政

策
課
へ
確
認
し
た
が
，
県

内
で
も
旅
客
運
賃
の
助
成

制
度
は
設
け
て
い
る
が
，

車
両
に
つ
い
て
は
、
往
復

割
引
，
回
数
券
割
引
以
外

福田　鶴代　議員

の
制
度
は
設
け
て
い
な
い

の
が
現
状
で
あ
る
。

　

ま
た
，
フ
ェ
リ
ー
か
け

ろ
ま
で
導
入
し
て
い
る
瀬

戸
内
町
離
島
住
民
運
賃
割

引
制
度
の
骨
格
で
あ
る
地

域
公
共
交
通
確
保
維
持
事

業
に
も
車
両
の
割
引
制
度

は
な
い
。

　

フ
ェ
リ
ー
か
け
ろ
ま

は
，
国
庫
補
助
対
象
航
路

で
あ
る
た
め
，
本
町
だ
け

の
判
断
で
は
車
両
運
賃
の

改
定
は
、
出
来
な
い
の
で

現
段
階
で
の
車
両
割
引
き

制
度
導
入
は
困
難
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

職
場
環
境

福田議員 ー 各施設の令和３年度の状況は？

町長 ー 基準を満たした常勤保育士の配置をしている

停泊中のフェリーかけろま
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元
井　

奄
美
本
島
側
と
加

計
呂
麻
、
請
島
、
与
路
島

は
海
を
へ
だ
て
て
お
り
交

通
面
に
お
け
る
格
差
が
あ

る
。
西
方
方
面
も
格
差
が

あ
る
。
公
平
性
を
欠
い
て

い
る
と
思
え
る
が
、
そ
の

解
決
策
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

町
長　

格
差
の
解
消
に
つ

い
は
，
本
町
に
限
ら
ず
，

県
内
，
国
内
に
お
い
て
も

交
通
格
差
は
存
在
し
て
お

り
，
そ
の
格
差
の
解
消
は

地
理
的
な
要
因
な
ど
か

ら
，
困
難
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

　

で
す
が
，
そ
の
地
域
に

住
ま
わ
れ
て
い
る
住
民
の

方
々
は
，
交
通
の
不
便
さ

が
あ
っ
て
も
，
そ
の
地
区

や
集
落
に
魅
力
や
愛
着
が

あ
り
住
ん
で
お
ら
れ
る
と

考
え
て
い
る
。

　

そ
の
方
々
の
生
活
航
路

の
確
保
の
た
め
今
後
も
，

町
営
定
期
船
の
安
全
運

航
，
路
線
バ
ス
の
維
持
に

努
め
て
い
き
た
い
。

元
井　

離
島
の
中
の
離
島

に
住
ん
で
お
ら
れ
る
方
々

の
中
に
は
自
分
達
は
忘
れ

ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
、
町
の
手
当
て
が
十
分

で
は
な
い
と
思
っ
て
い
る

方
々
も
い
る
。
そ
の
辺
の

対
策
は
ど
う
か
。

企
画
課
長　

加
計
呂
麻
・

与
路
・
請
に
は
、
県
の
特

定
離
島
補
助
財
源
と
い
う

の
が
活
用
さ
れ
、
毎
年
約

２
億
円
が
補
助
さ
れ
て
、

い
ろ
い
ろ
な
事
業
に
活
用

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
財
源

は
奄
美
で
は
瀬
戸
内
町
だ

け
で
あ
る
。

町
長　

今
西
方
地
区
に
お

け
る
持
続
可
能
な
西
方
プ

ロ
グ
ラ
ム
事
業
で
申
請
す

る
準
備
を
し
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
西
方
地
区
に

お
け
る
移
動
販
売
車
を
考

え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
中
で
電
気
自

動
車
を
使
っ
た
移
動
販
売

車
が
で
き
な
い
か
と
か
協

議
し
た
中
で
、
国
の
補
助

事
業
な
ど
も
活
用
し
た
中

で
検
討
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

脱
炭
素
宣
言

元
井　

先
に
町
長
の
宣
言

し
た
脱
炭
素
宣
言
に
対
し

て
、
町
民
に
ど
の
よ
う
な

行
動
を
求
め
て
い
る
の
か

を
具
体
的
に
示
し
て
も
ら

い
た
い
。

町
長　

現
状
に
お
い
て
電

気
や
自
動
車
を
は
じ
め
と

す
る
移
動
手
段
に
は
、
化

石
燃
料
が
多
く
使
用
さ
れ

て
お
り
、
脱
炭
素
宣
言
、

い
わ
ゆ
る
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
宣
言
は
２
０
５
０

年
ま
で
に
こ
れ
ら
の
使
用

を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
事
を

目
的
と
し
た
宣
言
で
あ

る
。

本
町
が
現
在
取
り
組
ん
で

い
る
の
が
町
施
設
の
節
電

や
車
両
燃
料
の
削
減
で
あ

る
が
、
今
後
は
、
町
施
設

の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

導
入
を
検
討
し
、
二
酸
化

炭
素
排
出
量
の
削
減
に
努

め
て
い
き
た
い
。

町
民
の
皆
様
に
は
宣
言
の

趣
旨
を
ご
理
解
頂
き
、
節

電
、
節
水
、
ご
み
の
分
別
、

減
量
化
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
た
い
。

元
井　

瀬
戸
内
町
は
ほ
ぼ

森
林
地
帯
で
、
こ
れ
は
二

酸
化
炭
素
を
吸
収
し
酸
素

を
排
出
す
る
働
き
を
し
て

い
る
。
山
の
緑
に
と
っ
て

は
二
酸
化
炭
素
も
大
切
な

物
で
あ
る
と
思
う
が
ど
う

か
。

町
長　

そ
れ
は
そ
う
だ

が
、
地
球
温
暖
化
を
防
ぐ

た
め
に
は
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

を
目
指
す
こ
と
は
必
要
な

こ
と
だ
と
思
う
の
で
ご
協

力
を
お
願
い
し
た
い
。

人
口
1
万
人
復
活

元
井　

町
長
は
、「
人
口

１
万
人
復
活
」
を
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ
て
い
る

が
、
現
状
で
も
、
そ
れ
は

変
わ
り
な
い
か
。

町
長　
「
人
口
１
万
人
復

活
」
と
い
う
言
葉
は
、
平

成
２７
年
６
月
に
行
わ
れ
た

瀬
戸
内
町
町
長
選
挙
の
際

に
、
私
自
身
が
選
挙
演
説

の
中
で
発
し
た
フ
レ
ー
ズ

で
あ
る
。

　

本
町
の
人
口
は
平
成
２３

年
を
境
に
１
万
人
を
割

り
込
み
、
平
成
２７
年
当

時
、
本
町
の
人
口
は
９
，

３
２
８
人
で
あ
っ
た
。

　

人
口
減
少
が
瀬
戸
内
町

は
も
と
よ
り
、
全
国
各
地

の
課
題
で
あ
り
、
地
方
創

生
が
叫
ば
れ
て
い
る
中

で
、
選
挙
戦
の
演
説
を
通

し
て
、「
企
業
誘
致
に
よ

る
産
業
振
興
と
雇
用
創
出

を
図
り
、
若
者
が
定
住
で

き
る
環
境
を
整
え
、
人
口

１
万
人
復
活
を
目
指
し
ま

す
」
と
わ
か
り
や
す
い
フ

レ
ー
ズ
と
し
て
、
掲
げ
た

も
の
で
あ
る
。

　

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
「
人

口
１
万
人
復
活
」
と
明
記

は
し
て
い
な
い
が
、
町
長

就
任
後
に
策
定
し
た
、
本

町
の
最
上
位
計
画
で
あ

る
、「
瀬
戸
内
町
長
期
振

興
計
画
」
や
人
口
減
少
・

少
子
高
齢
化
問
題
へ
の
対

応
、
都
市
機
能
分
散
へ
の

受
け
皿
づ
く
り
を
目
的
に

策
定
し
た
、
第
２
期
「
瀬

戸
内
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の

具
体
的
な
施
策
を
実
現
し

て
い
く
こ
と
で
、
活
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
に
繋
が
る

と
い
う
理
念
も
含
め
、「
人

口
１
万
人
復
活
」
を
目
指

す
と
い
う
、私
の
想
い
は
、

今
も
変
わ
り
は
な
い
。

元井　直志　議員

地
域
格
差

元井議員 ー 町内居住地の格差の解決策は？

町長 ー 地理的要因などから困難だと考える
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文教厚生常任委員会所管事務調査活動
文教厚生常任委員会

柳谷　昌臣　委員長　　福田　鶴代　副委員長

池田　啓一　委員　　中村　義隆　委員　　岡田　弘通　委員

現在、所管事務調査中の「子育て環境の調査について」で、各保育施設と保護者にアンケートを行い、それに

よる要望・意見を基に役場関係課局担当者との意見交換会を実施したので報告します。

【施設からの要望・意見】

Ｑ：公民館等ではなく単独保育所の設置をしてほしい

Ａ：へき地保育所の単独保育所は予算面や今後の幼児の推移を考えると難しいので、保育所からの声を聞きなが

ら公民館を使わせてもらっていきたいと思います。

Ｑ：公民館を使用しているへき地保育所の施設使用料について

Ａ：阿木名・篠川集落への施設使用料は児童一人に対して５００円。諸鈍保育所には電気とガスの半額料金の支

払い。瀬相保育所は保育所としてのみ使用しているため全額支払いをしています。

Ｑ：へき地保育所の年齢的な入所条件を緩和してほしい

Ａ：へき地保育所に関しては、運営要領で施設が公民館を利用している関係で設備等が不十分なため１歳半から

しか受け入れられないようになっています。

Ｑ：加計呂麻島に大型遊具を設置してほしい

Ａ：キビ酢村構想の中で多目的広場等の計画があるので、今後どのような事業で対応できるのか県や関係課局と

検討していきたいです。

Ｑ：保健師・保育士で気になる子どもについて、もっと密に連絡を取合うサポート体制について

Ａ：気になる子どもについては保育所や幼稚園と連携して家庭訪問等を行ったりしております。発達に気がかり

の子どもさんをお持ちの方には育児支援のためのわくわくキッズを月一回行っています。母子保健事業について

は年度の初めに保育施設に配っていますが、今後も情報発信に更に力を入れたいと思います。

Ｑ：幼稚園教諭と保育士の確保

Ａ：幼稚園は行事やイベント等が多く、負担が大きいというイメージもあってか、募集をしても応募が少ないと

いう状況にあります。

Ａ：高丘保育所は基準を満たした配置を行っています。

Ａ：へき地保育所は、２名常勤していますので足りていると認識しています。

【保護者からの要望・意見】

Ｑ：町内の保育所と幼稚園の連携はどうなっているのか

Ａ：家庭教育連絡会が年に 2 回あり、各保育所・幼稚園・小学校の代表が集まり、学校や子供たちの様子を情

報交換しております。保育所を卒園して幼稚園に入園する子どもに関しては、スムーズに幼稚園生活を送れるよ

うに情報の提供を行っております。コロナ対策についても常に連携をとっております。



せとうちちょう議会だより（14）

Ｑ：療養分野や学童期のメンタルケアーやカウンセラーの常勤について

Ａ： 小 中 学 校 に 配 置 さ れ て い る カ ウ ン セ ラ ー に 幼 稚 園 に 来 て い た だ き 実 施 し て い ま す。 

Ａ：高丘保育所では、ケアーが必要な子には保健師やここ園と連携して保育士が対応しています。

Ｑ：病児保育について

Ａ：潤生会保育所では病児保育の態勢は整っているが、現在は対象児なしということです。

Ｑ：食育に力をいれてほしい

Ａ： 幼 稚 園 内 で 年 に １ 度、 野 菜 作 り を 行 っ て お り、 そ の 試 食 を 通 し て 食 育 指 導 を 行 っ て い ま

す。 ま た、 管 理 栄 養 士 に よ る 地 元 食 材 を 活 か し た メ ニ ュ ー 作 り や 給 食 の 提 供 に 努 め て い ま す。 

Ａ： 管 理 栄 養 士 が 学 校 で 食 育 の 授 業 を 行 っ て い る ほ か、「 鹿 児 島 を 丸 ご と 味 わ う 週 間 」 を 設 定

し、 県 内 産 の 食 材 を 使 用 し た 給 食 の 提 供 を 行 う な ど、 食 育 の 充 実 に 努 め て い ま す。 新 給 食 セ ン

タ ー に お い て も「 食 育 コ ー ナ ー」 が 設 置 さ れ ま す の で 有 効 に 活 用 し て い き た い と 考 え て い ま す。 

Ａ：乳幼児検診時に、食育の説明を行っています。学校からの要望があれば出前講座を行い、瀬戸内栄養士会

で食育の大切さの研修や情報発信を行っております。今後は情報発信に更に力を入れたいと思っております。 

Ａ：夏野菜を作ったり、月 1 回のお誕生会の時に給食を取り入れたり、おやつ作りでは野菜や果物を行事に合

わせた物を作ったりしています。

Ｑ：加計呂麻から幼稚園に通う方法や送迎

Ａ：附属幼稚園には加計呂麻からの通園児はいませんが、信愛幼稚園への加計呂麻からの通園児に対する送迎に

ついては、公立移管後も継続して実施する予定です。

Ｑ：医療費の窓口払いをなくしてほしい

Ａ：医療費助成制度で実質無償化になっているが、あくまでも助成制度なので県の方針に従い低所得者以外は一

旦窓口で支払いをしてもらって、後日、医療費を払い戻す形になっています。町が独自に給付制度を行うと、補

助金を受けられなくなりますので、町が財源をつけてでも独自でやるというのは主管では判断できないです。

Ｑ：子育て世帯への金銭的な支援・免除

Ａ：金銭的な支援では出産祝い金や入学祝い金を行っています。それ以外の新たな支援は、他の町民のこともあ

りますのでバランスを考えながら行っていきたいと思います。

Ｑ：小学校低学年にも安心安全に過ごせる居場所が各校区にほしい（学童・子ども教室等）

Ａ： 学 童 保 育 は 保 育 士 の 資 格 や 経 験 が 必 要 で あ り、 有 料 と か 両 親 が 働 い て い る 等 の 条 件 も

あ る の で 各 校 区 に 設 置 す る の は 厳 し い が、 や れ る 方 が 居 り ま し た ら 支 援 は 行 い た い で す。 

Ａ：子ども教室は、要望があれば実施したいとは思っていますが、地域の教育力の活用を推奨していることから

活動支援員やコーディネーター、活動場所等の協議等が必要となります。阿木名校区は週２日開催から週５日開

催へ地域の教育力や協力体制が整ったことで増やすことが出来ました。

Ｑ：低学年の子が夏休みに利用できる場所がほしい

Ａ： 長 期 休 暇 の 子 ど も 教 室 に 関 し て は、 前 年 度 ま で 週 ５ 回 で 開 催 し て い ま し た が、 イ ベ ン ト 時 以

外 は 参 加 者 が 少 な い た め、 今 は 週 １ ～ ２ 回 イ ベ ン ト 中 心 で 午 後 ２ 時 か ら ６ 時 で 開 催 し て い ま す。 

Ａ：学童保育は平日は午後１時から６時間、長期休暇は土曜日を含め午前８時から夜７時まで預かっています。

令和３年度は年間で２９３日の開設を予定しています。"

Ｑ：ぽっかぽかくらぶのような親子で過ごせる場やプレゴールデンエイジの日数を増やしてほしい

Ａ：プレゴールデンエイジは本町では４～６歳の未就学児を対象に楽しく遊びながら運動能力の後押しを目的と

していて、令和２年度は、１０回開催しており登録者数は５２名。職員４名と講師の先生で行っています。今の

体制では増やすことは難しいのですが、アンケート等をとりながら今後、調査・研究を行っていきたいと思います。

Ｑ：雨の日も遊べる施設がほしい

Ａ：令和４～５年度に清水体育館の大規模改修をして遊戯室と授乳室を設ける計画があります。基本は子育てし

ながらスポーツを楽しむ為の施設なのですが、雨の日等に体育館を有効に使っていただけたらと思います。
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Ｑ：未就学児（１～３歳も）がのびのびと遊べる公園がほしい

Ａ：清水公園の広場の整備を令和６年度に計画しているので、小さい子供も遊べる遊具を社会教育課と一緒に計

画していきたいです。

Ｑ：公園のトイレに授乳室やオムツ替台がほしい

Ａ：今後、清水公園からトイレの建替えを行っていく予定ですので、その際に検討していきたいと思います。

Ｑ：公園や川の草取りをしてほしい

Ａ：公園については、5 月から月に１回委託をしております。

Ｑ：色々な事業を分かりやすく知らせてほしい（プリント・広報紙・SNS 等）

Ａ：最近の子供会の集まりで、「ホームページが見にくい」との声がありましたので、見やすいように整理しま

した。色々な情報は広報紙等で行っており、これからもこれまで以上に情報を流していきたいと思っております。 

Ａ：色々な情報が載っている「子育て支援リーフレット」を作成しており、それを配布しております。もし必要

であれば SNS とかを使うことも考えていきたいです。

Ｑ：子育てママが休める場所（カフェ等）や相談場所等サポートがほしい

Ａ：ママのホットサロン・ぽっかぽかくらぶ・ベビーマッサージ等やっております。子育ての悩み相談等は子育

て世代包括支援センターに保健師が二人常駐しており、いつでも相談にのれる体制になっていますので活用して

いただければと思っております。

【議員からの意見】

Ｑ：年長のクラスだけでも公共、民間の各幼稚園や保育所の幼児同士の交流を、町当局が支援することはできな

いのか

Ａ：幼稚園では今年から月２回、体育の先生に来ていただきスポーツ教室を実施しているほか島唄教室も始めま

した。

Ｑ：高丘保育所の新設計画について今現在の状況と、子ども関係を一つの課にするような検討はできないか

Ｑ：町民からの色々な意見に対して耳を傾けるためにも子育ての窓口を一つに出来ないか。一つのグループを作っ

て町民からの意見を一つ一つ聞けるようにしてみてはどうか

Ａ：高丘保育所の現施設は老朽化のため建替えはすることになります。また保育所とするのかこども園にす

るのかの話し合いも平行して行っております。しかしながら限られた敷地で今の施設を運営しながら新しい

施設を建てるのは敷地の広さ上難しいので、今現在は近隣の公共用地取得に向けて動いているところです。 

体制に関しては、担当課のみで判断できませんが、検討していく必要があると思います。

Ｑ：信愛幼稚園が令和 5 年に町に移管されるのでその有効利用について

Ａ：付属幼稚園も信愛幼稚園もそれぞれ７０名位の子ども達が通っているので、町移管後も現施設を活用して、

今まで通り二つの幼稚園を運営していきます。

Ｑ：幼稚園教諭等の確保ですが、福利厚生等の魅力をもっと発信すれば応募があるのではないか

Ａ：給与や福利厚生等、かなり改善されてきていますが、それでも応募が少ない状況にあります。

【まとめ】

柳谷委員長：課題等も色々あると思いますが、行政と民間が協力し合い、行政の中でも課同志のつながりをしっ

かり持ってもらい、課題をひとつでも克服していただけたらと思います。

　　まちの未来が見える

　　議会傍聴においでください

　　次回の定例会は12月上旬です
　　インターネットで生中継。瀬戸内ケーブルテレビの録画放送でもご覧いただけます　
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瀬　議　第 444 号

令和 3 年 9 月 13 日

瀬戸内町長　鎌田愛人　様

瀬戸内町議会議長　向野　忍

新型コロナウイルス対策に関する緊急要望書

 新型コロナウイルス対策については、町長を先頭に職員一同鋭意取り組まれておりますことに対し、敬意と感

謝を申し上げます。

 さて、新型コロナウイルス感染の第 5 波が全国的に拡大している中、感染力が強いとされるデルタ株による感

染が県内でも発生し感染拡大が続いています。本町において先月に 8 名、今月 6 名の感染者が確認されており、

奄美群島全体においても収束する兆しは見られず、予断を許さない状況にあります。

県独自の緊急事態宣言及びまん延防止等重点措置が発令され、県内全市町村の飲食店へ営業時間短縮が要請され

ています。また、２年続けての町行事及び集落行事の中止等、町民や事業者、各集落等にその影響が及んでおり、

感染防止対策の徹底と更なる経済支援対策が必要とされています。

そこで次の項目について速やかに対策を講じていただきますよう強く要望いたします。

記

1.　各集落においては、昨年、今年と2年続けて集落行事を中止せざるを得ず、財政面で自助・共助の努力は

しているものの集落運営が厳しくなっている状況にあります。何らかの支援措置を講じていただきたい。

2.　農林水産事業者においては、農林水産物の需要減少に伴い事業継続が危ぶまれています。地域や食を支え

る事業者への支援策を講じていただきたい。

3．家庭内感染等による子どもたちへの感染拡大が懸念されます。各家庭への注意喚起を行うと共に保育所（園）・

幼稚園・小・中学校での園児及び児童生徒の感染リスクに最大限の配慮を行い、併せて保育・学習の確保に努め

ていただきたい。


